










　　　■ 本年度の教育戦略推進プロジェクトに CEGLOC は、取組課題名「外国語科目
の統一的成績評価基準の確立と筑波言語ディプロマの創設」として応募し、申





































　　　■ 今年度は、オリンピック通訳ボランティア活動を CEGLOC 主体で組織し、ディ
プロマ記載のモデルケースとする。
　　　■ 英語の TOEFL ならびに TOEIC は、それぞれ独自の基準により、満点から零
点までの直線的スケールで能力を認定するアチーブメントテストの性格が強い
のに対し、ゲーテ・インスティトゥート検定や DELF フランス語検定などヨー
ロッパ諸国の検定は CEFR（ヨーロッパ共通参照枠）に基づき、いわゆる Can-
Do-Description（その表現によってどのような行為が遂行できるか）による共
通基準となっており、プロフィシェンシー・テストの傾向をもつ。この両者の
比較可能性を確保することは、本学外国語教育にとって不可欠である。
　　　■ また日本国内の団体による独検や仏検は、日本の大学における授業実態に即し
た内容となっており、これと CEFR 基準との比較は、国内検定実施団体もとり
組み始めている（たとえば独検の実施団体ドイツ語学文学振興会とゲーテ・イ
ンスティトゥートとが、相互比較資料とするためのアンカーテストを共同で実
施する計画がある）。
　　　■ 筑波言語ディプロマのような複数言語能力証明は、EU の政策として提唱され
ている仮想ポートフォリオ構想（複数の言語能力証明書をヴァーチャルなバイ
ンダーに綴じて一生携行すること）に対応するものである。
　　　■ なお、この予算内から昨年度と同じく、諸検定受験料の補助を行い、またトラ
イリンガルデーを開催する予定である。
